
ＡＡＦＣ分科会 ジャズを聴こう 2023.11.12   担当 越川健 

ミッドナイト・セッション・イン・フェニックス ライブ 

 

白熱のライブ演奏にクラブ内は大いに盛り上がる  

1972.4.28  昭和４７年  新宿 不死鳥   

 

 

昭和の良き時代、新宿歌舞伎町にあった“不死鳥”

はこぢんまりとしたピカイチのクラブだった。 

雰囲気は高級で客種も上等、藤家虹二はここに連

日出演しており、司会者で世話人でもある志摩夕

起夫氏とライブジャムセッションを企画した。 

生の演奏は、演奏者と聴衆との協同作業によって

進行するものであり、ジャズは酒とタバコの中で

生まれ、育ってきたのだから生き生きとしたジャ

ズ本来のスピリットを取り戻すためには“不死鳥”

のような場所こそ最もふさわしいと思ったのだ。 

御大、南里文雄はじめ大物ゲストが集結しリラッ

クスムードの中デキシーを中心に演奏された。 

藤家は自分たちも飲みながらお客と一体、ライブ

ならではのノリ良い演奏が出来たと語っていた。 

 

大先輩の南里文雄はじめ大物ゲストが集まりリラ

ックスムードでデキシー・スイングで演奏された。 


